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塚４１

曝３

田４

地３

可４

原０

池
柳
大
加
成
菊
福
川
根
諏
土

能
佐
ほ
開
園
皿
口
走
二
屋

１２

１１

０１

１０

も
浮
き
足
立
っ
て
き
た
。
福
司
サ
ー
ド
ゴ
ロ
。
サ
ー
ド

小
笠
原
こ
の
処
理
を
過
っ
て
、
走
者
丁
二
塁
。
諏
話

の
ゴ
ロ
を
シ
ョ
ー
ト
野
中
エ
ラ
ー
。
打
者
土
崎
の
時
、

角
投
手
の
暴
投
で
菊
地
生
還
。
１
点
差
に
迫
り
、
な
お

も
ワ
ン
ア
ウ
ト
走
者
二
ー
三
塁
。
一
打
逆
転
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。
こ
こ
で
、
沸
か
な
け
れ
ば
応
援
団
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
応
援
は
沸
き
に
沸
い
た
。
い
い
ぞ
、
い
い
ぞ
、

能
代
。
カ
ッ
セ
ー
、
カ
ッ
セ
ー
、
土
崎
。
こ
こ
ー
で
一

発
、
池
端
。
し
か
し
、
応
援
空
し
く
、
土
崎
一
二
振
、
池

端
三
塁
ゴ
ロ
で
二
塁
老
君
塚
蒔
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
。
ア
ー
、

逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
は
は
か
な
く
消
え
た
。

　
　
　
さ
ー
ア
、
あ
と
ー
点
だ
。
ま
だ
ま
だ
い
け
る
ぞ
，

　
　
　
絶
好
の
逆
転
機
を
逃
し
た
能
代
の
Ｏ
Ｂ
応
援
団

　
　
　
は
、
少
々
ヤ
ケ
気
味
。
時
折
だ
れ
か
が
意
味
不

　
　
　
明
の
奇
声
を
発
す
る
。

７
‐
回
裏
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
の
納
富
の
二
盗
一
三
盗
。
し

か
し
、
１
死
後
、
平
田
の
ス
ク
イ
ズ
は
成
田
の
好
守
で

は
ば
み
、
納
冨
を
本
塁
で
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
。
平
田
盗
塁
。

こ
こ
で
成
田
の
投
球
は
百
球
を
超
え
た
。
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１

中４０

田４０

中
平
野
川

　
　
　
わ
が
三
鼠
側
の
コ
ン
バ
ッ
ト
・
マ
ー
チ
が
あ
り

　
　
　
き
た
り
で
少
々
あ
か
抜
け
な
い
の
に
引
き
換
え
、

　
　
　
一
塁
側
応
援
団
が
演
じ
る
フ
レ
ン
チ
・
カ
ン
カ

　
　
　
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ヤ
ケ
に
ス
マ
ー
ト
に
聞
こ

　
　
　
え
る
。

８
回
裏
先
頭
の
川
原
田
セ
ン
タ
上
回
ヒ
ッ
ト
。
石
井

の
送
り
バ
ン
ト
で
二
塁
進
塁
。
さ
ら
に
、
永
石
の
丁

二
塁
聞
ヒ
ッ
ト
。
二
塁
走
者
勇
躍
ホ
Ｆ
ム
を
突
き
、
あ

Ｓ
ァ
、
こ
こ
で
ダ
メ
を
押
さ
れ
た
か
と
思
っ
た
こ
の
時
、

ラ
イ
ト
柳
谷
の
見
事
な
バ
ッ
ク
ホ
Ｆ
ム
が
佐
賀
東
の
追

加
点
を
封
じ
た
。

　
　
　
好
守
の
連
続
で
何
と
か
し
の
ぐ
も
の
の
、
当
初

　
　
　
押
し
気
味
だ
っ
た
試
合
も
、
４
回
以
降
は
さ
っ

　
　
　
ぱ
り
。
佐
賀
束
―
点
の
ア
ヘ
ッ
ド
に
気
の
短
い

　
　
　
Ｏ
Ｂ
応
援
団
の
中
に
は
、
早
く
も
「
寄
付
返
せ

　
　
　
―
、
キ
フ
カ
エ
セ
Ｆ
」
コ
Ｆ
ル
を
始
め
る
者
も

　
　
　
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
コ
Ｆ
ル
は
も
ち
ろ
ん
み

　
　
　
な
さ
ん
、
ご
存
知
の
政
代
標
準
語
。
バ
ッ
タ
ー

　
　
　
成
田
君
に
は
「
キ
シ
カ
イ
セ
イ
、
起
死
回
生
」
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打

〔二〕

打

８２303残塁９

　
　
　
と
聞
こ
え
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
…
…
。

　
必
笠
々
泌
唄
端
椚
の

　
ゝ
つ
つ
ぷ
ー
り
や
ー
リ
削
唄

９
回
表
成
田
セ
ン
タ
ー
前
に
ポ
ト
リ
と
落
ち
る
ヒ
ッ

ト
。
一
瞬
の
隙
を
突
い
て
一
気
に
二
塁
打
と
す
る
。
菊

地
の
送
り
バ
ン
ト
で
一
二
進
。
続
く
福
岡
は
一
二
塁
鋼
襲
の

ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
代
走
川
原
に
代
わ
る
。
川
原
す
か
さ

ず
二
塁
盗
塁
。
諏
訪
四
球
で
１
死
満
塁
。

　
　
　
こ
う
な
る
と
、
さ
っ
き
の
「
寄
付
返
せ
Ｆ
」
コ

　
　
　
ー
ル
は
ど
こ
へ
や
ら
、
寄
付
も
現
金
な
ら
ば
、

　
　
　
応
援
も
現
金
。
一
転
し
て
一
気
に
逆
転
を
期
待

　
　
　
す
る
狂
気
に
変
わ
る
。

こ
れ
ま
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
の
土
崎
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
、

成
田
同
点
の
生
還
。
池
端
セ
カ
ン
ド
ゴ
ロ
で
ダ
ブ
ル
プ

レ
ー
か
と
目
を
つ
ぶ
る
も
、
駿
足
池
端
一
瞬
一
塁
セ
ー

フ
。
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
崩
れ
の
間
に
、
つ
い
先
頃
亡
く
な

ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
遺
影
の
声
な
き
応
援
が
後
押
し
し

た
か
、
川
原
が
逆
転
の
ホ
Ｆ
ム
を
駆
け
抜
け
た
。

５



　
　
　
ヤ
ッ
タ
ー
、
や
っ
た
Ｉ
、
や
り
ま
し
た
。
こ
れ

　
　
　
ぞ
、
能
代
高
野
球
の
神
髄
。
敵
を
ぎ
り
ぎ
り
ま

　
　
　
で
喜
ば
せ
て
お
い
て
、
最
後
に
ひ
っ
く
り
返
す

　
　
　
（
本
当
か
な
？
）
。
名
前
も
知
ら
な
い
者
同
士

　
　
　
が
抱
き
合
っ
て
喜
ぶ
。
誰
だ
？
　
ど
こ
の
ど
い

　
　
　
つ
だ
。
出
て
こ
い
！
　
つ
い
今
し
が
た
「
寄
付

　
　
　
返
せ
１
」
と
怒
鳴
っ
た
の
は
。
今
ま
で
生
き
て

　
　
　
き
た
中
で
、
い
ち
ぱ
ん
幸
せ
、
と
い
う
顔
を
し

　
　
　
て
い
る
あ
の
人
だ
な
、
き
っ
と
。
上
中
書
ぐ
ら

　
　
　
い
で
は
す
ま
さ
れ
ん
ぞ
、
っ
た
く
モ
ー
。

９
図
表
セ
カ
ン
ド
諏
咽
が
サ
ー
ド
に
回
り
、
セ
カ
ン

ド
に
根
市
が
入
る
。
代
打
の
２
者
を
な
ん
な
く
封
じ
る

も
、
粘
る
佐
賀
束
高
中
尾
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
。
平
田
サ

ー
ド
諏
訪
の
前
に
セ
Ｆ
フ
テ
ィ
バ
ン
ト
ヒ
ッ
ト
を
決
め

る
。
さ
ら
に
中
尾
・
平
田
の
ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ル
も
成
功

し
て
、
走
者
二
・
一
二
塁
。
一
打
逆
転
の
ピ
ン
チ
も
ピ
ン

チ
、
大
ピ
ン
チ
。
現
役
応
援
団
必
死
の
声
援
。
Ｏ
Ｂ
応

援
団
か
た
ず
を
飲
ん
で
成
田
の
投
球
を
見
守
る
。
し
か

し
、
さ
す
が
、
東
北
球
界
に
こ
の
人
あ
り
と
言
わ
れ
る

快
腕
成
田
。
佐
買
束
の
主
砲
野
中
を
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
に

討
ち
取
っ
て
、
試
合
終
了
。

　
　
　
勝
っ
た
、
勝
っ
た
。
勝
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
か

　
　
　
な
ん
だ
か
わ
か
ら
ず
誰
か
れ
か
ま
わ
ず
抱
き
つ

　
　
　
い
て
飛
び
は
ね
る
。
知
る
人
ぞ
知
る
、
知
ら
な

　
　
　
い
人
は
知
ら
な
く
て
も
い
い
。
こ
れ
ぞ
わ
が
校

　
　
　
の
甲
子
園
初
勝
利
な
の
だ
。
昭
和
三
八
年
の
勝

　
　
　
利
は
西
宮
球
場
。
四
度
目
の
出
場
で
、
始
め
て

　
　
　
甲
子
園
に
流
れ
る
「
そ
の
か
み
は
る
か
域
閲
く

　
　
　
～
」
な
の
だ
。
ポ
ー
ル
を
滑
る
よ
う
に
昇
る
校

　
　
　
旗
も
、
あ
ら
た
め
て
見
る
と
な
か
な
か
い
い
。

　
　
　
何
人
と
握
手
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
手
が
腫
れ

　
　
　
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
振
り
返
れ
ば
、
反
省
す
べ
き
点
は
多
々
あ
ろ

　
　
　
う
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
勝
っ
た
君
た

　
　
　
ち
は
強
い
の
だ
。
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
い
い
こ

　
　
　
と
だ
。
勝
っ
て
大
い
に
騏
る
べ
し
。

画
‐
‐
ヱ
ー
‘
－
ヘ
の
１
の
り

　
自
主
性
尊
重
の
反
管
理
野
球
で

　
晴
れ
の
甲
子
園
出
場
を
か
ち
取
る

　
七
月
十
八
日
、
八
橋
球
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
た
秋

田
県
予
選
。
県
内
屈
指
の
本
格
倣
成
田
、
速
球
派
村
上

の
二
本
柱
を
擁
し
、
春
の
県
大
会
優
勝
の
実
績
か
ら
、

優
勝
候
補
の
筆
頭
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二

十
日
の
初
戦
対
大
曲
玉
尚
こ
そ
十
五
対
二
、
成
田
が
十

一
三
振
を
奪
い
、
７
回
コ
ー
ル
ド
と
軽
く
一
蹴
し
た
も

の
の
、
一
二
回
戦
以
降
は
、
や
や
投
打
が
か
み
合
わ
ず
、

予
想
外
の
苦
戦
の
連
続
。
チ
Ｆ
ム
打
率
は
一
一
割
三
厘
と

不
振
。
頼
み
の
投
手
陣
も
予
卵
外
の
失
点
を
重
ね
た
。

　
だ
が
、
こ
の
苦
戦
が
チ
ー
ム
全
体
を
犠
打
、
盗
塁
を

か
ら
め
た
細
か
い
野
球
が
で
き
る
試
合
巧
者
に
成
長
さ

せ
た
。
一
二
回
戦
は
、
粘
る
海
里
尚
に
十
本
の
長
短
打
で

七
対
四
と
競
り
勝
つ
。

　
準
々
決
勝
の
対
面
回
戦
は
、
苦
戦
も
苦
戦
大
苦
戦
、

チ
ャ
ン
ス
に
決
定
打
が
な
く
、
８
回
ま
で
一
対
二
と
リ

ー
ド
を
許
し
応
援
席
を
冷
や
冷
や
さ
せ
た
。
９
回
一
死

満
塁
、
七
番
柳
谷
が
初
球
を
左
中
間
に
タ
イ
ム
リ
土
二

塁
打
、
結
果
は
五
対
二
な
が
登
河
水
の
勝
利
だ
っ
た
。

　
続
く
準
決
勝
。
春
季
大
会
で
３
試
合
連
続
の
特
大
弾

を
放
っ
た
大
塚
が
、
夏
の
予
選
に
き
て
や
や
不
振
。
代

わ
っ
て
福
司
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
た
た
き
、
好
守
の
連
続

で
本
荘
高
の
追
撃
を
押
さ
え
た
。

　
迎
え
る
は
い
よ
い
よ
決
勝
戦
。
対
す
る
相
手
は
前
年

度
に
苦
杯
を
喫
し
た
金
足
農
高
。
も
う
あ
と
一
歩
と
い

う
気
が
先
に
立
つ
の
か
、
ま
た
ま
た
苦
戦
。
敵
も
さ
る

者
、
簡
単
に
は
甲
子
園
へ
の
道
を
明
け
渡
し
て
は
く
れ

な
い
。
池
端
の
二
塁
打
で
つ
い
に
勝
ち
越
し
。
最
後
は

成
田
投
手
が
本
領
発
揮
。
最
後
の
打
者
を
、
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
フ
ラ
イ
と
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ラ
イ
に
討
ち
取
り
、
追

い
す
が
る
金
足
農
を
六
対
五
と
ね
じ
伏
せ
た
。

　
　
少
年
の
日
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐

　
　
六
十
キ
ロ
行
軍
追
体
験
　
　
　
　
　
　
　
一

　
戦
時
中
の
一
九
四
三
年
、
能
代
中
学
一
年
生
だ

っ
た
信
昌
哉
さ
ん
（
六
二
）
は
、
軍
事
教
練
の
十

六
里
行
軍
で
米
代
川
の
周
辺
を
歩
か
さ
れ
た
。
十

一
月
三
日
、
午
前
可
時
に
出
発
、
片
道
三
十
キ
ロ

の
往
復
。
十
二
時
間
以
内
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
遅
れ
れ
ば
落
第
が
待
っ
て
い
た
。

　
「
体
力
が
絶
対
の
時
代
。
と
に
か
く
時
間
内
に
戻

ら
な
け
れ
ば
と
必
死
だ
っ
た
」

　
足
袋
に
草
鮭
。
少
し
で
も
足
の
マ
メ
を
防
ご
う

と
草
畦
の
紐
に
布
を
巻
き
付
け
た
。
約
九
時
間
で

応
手
。
帰
り
の
列
車
で
は
曲
げ
た
足
が
も
と
に
戻

ら
な
い
ほ
ど
、
疲
れ
て
い
た
。

　
戦
後
も
よ
く
歩
い
た
。
北
大
の
予
科
当
時
は
、

食
糧
難
の
時
代
。
随
村
の
農
家
ま
で
買
い
出
し
に

歩
い
た
。
北
海
道
の
隣
村
は
ゆ
う
に
五
キ
ロ
は
あ

っ
た
。
じ
ゃ
が
芋
や
砂
糖
そ
れ
に
タ
バ
コ
を
少
し

リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
ひ
た
す
ら
手
い
た
。

　
少
年
時
代
は
体
力
増
進
に
、
青
年
時
代
は
生
き

る
た
め
に
歩
い
た
。

　
「
今
は
も
う
ー
キ
ロ
離
れ
て
い
れ
ば
、
つ
い
バ
ス

に
乗
っ
て
し
ま
う
」

　
時
も
同
じ
十
一
月
一
日
～
三
日
、
埼
玉
県
比
企

丘
陵
を
舞
台
に
し
て
行
わ
れ
た
第
十
五
回
日
本
ス

リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
、
信
さ
ん
は
参
加
し
た
。
一
ニ

日
間
の
合
肘
距
離
は
少
年
時
代
の
行
軍
と
同
じ
六

十
キ
ロ
。

　
五
年
前
に
定
年
を
迎
え
た
信
さ
ん
は
「
な
に
か

体
が
う
ず
き
だ
し
て
。
も
う
一
度
歩
い
て
、
今
の

自
分
を
確
か
め
て
み
た
く
な
っ
た
」

　
ゴ
ー
ル
も
間
近
な
川
べ
り
で
、
信
さ
ん
は
思
っ

た
。
「
少
年
の
日
の
六
十
キ
ロ
行
軍
は
、
オ
レ
の

財
産
だ
ね
」
と
。

－６




